
 

  
ちょう

調  
さ

査 の 
がい

概 
よう

要                         

 

ちばけん

千葉県の
こくさいか

国際化を
と

取り
ま

巻く
じょうきょう

状況 としては、
じゅうみん

住民 や NGO を
しゅたい

主体とした
こくさいこうりゅう

国際交流 ・

きょうりょくかつどう

協力活動 の
かっぱつか

活発化、
ねんねんぞうか

年々増加する
ざいじゅうがいこくじん

在住外国人 と
けんみん

県民との
きょうせいいしき

共生意識の
たか

高まり、
こっきょう

国境 を
こ

越

えた
けいざいかつどう

経済活動の
たか

高まりなどの
うご

動きが
み

見られるようになっています。 

こうした
なか

中、
ちばけん

千葉県では、
じだいちょうりゅう

時代潮流 を
てきかく

的確に
はんえい

反映した、21
せいき

世紀の
とうらい

到来にふさわしい

こくさいか

国際化
すいしん

推進
ほうさく

方策を
しめ

示すため、
へいせい

平成14
ねんど

年度に「
ちばけん

千葉県
こくさいせいさく

国際政策
すいしん

推進プラン」を
さくてい

策定するこ

ととしています。 

これに
ともな

伴 い、
ちばけん

千葉県を
と

取り
ま

巻く
こくさいか

国際化の
げんじょう

現状 や
ぎょうせい

行政 へのニーズなどを
はあく

把握するため、

けんみん

県民、
ざいじゅうがいこくじん

在住外国人 、
りゅうがくせい

留学生 、
みんかんこくさいこうりゅう

民間国際交流 ・
きょうりょくだんたい

協力団体 を
たいしょう

対象 とする
ちょうさ

調査を
おこな

行 いま

した。この
がいようばん

概要版は、
ちょうさけっか

調査結果のうち、
おも

主な
ぶぶん

部分についてわかりやすくまとめたものです。 

 
 
 

ちょうさめい

調査名 
ちょうさたいしょうしゃ

調査対象者  
はいふすう

配布数 
ゆうこうかいとうすう

有効回答数  
ゆうこうかいとうりつ

有効回答率  

Ⅰ.
けんみん

県民
こくさいか

国際化
いしき

意識
ちょうさ

調査 

けんない

県内の 20
さいいじょう

歳以上の 
だんじょこじん

男女個人 
3,000 1,056 35.2％ 

Ⅱ.
がいこくせきけんみんせいかつ

外国籍県民生活  

アンケート 

けんない

県内の 20
さいいじょう

歳以上の 
とうろくざいじゅうがいこくじんこじん

登録在住外国人個人  
2,500 785 31.4％ 

Ⅲ.
りゅうがくせいせいかつ

留学生生活 アンケート 

けんない

県内の
だいがくとう

大学等に 
ざいがく

在学する
りゅうがくせい

留学生  
250 119 47.6％ 

Ⅳ.
みんかんこくさいこうりゅう

民間国際交流 ・ 
きょうりょくだんたい

協力団体
かつどうじったいちょうさ

活動実態調査  

けんない

県内の
こくさいこうりゅう

国際交流  

・
きょうりょくだんたい

協力団体  
223 105 47.1％ 
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Ⅰ．
けんみん

県民
こくさいか

国際化
いしき

意識
ちょうさ

調査 

＜
さんこう

参考＞ＳＡ：
たんいつ

単一
かいとう

回答 

ＭＡ：
ふくすう

複数
かいとう

回答 

○
がいこくじん

外国人との
きょうせいいしき

共生意識 

 

（１）
がいこくじん

外国人とともに
く

暮らしやすい
しゃかい

社会を
けいせい

形成することの
じゅうようせい

重要性 （ＳＡ、
たんい

単位：％） 

 

（２）
がいこくじん

外国人とともに
く

暮らしやすい
しゃかい

社会の
けいせい

形成に
ひつよう

必要なこと（ＭＡ、
たんい

単位：％） 

 

（３）
がいこくじん

外国人とともに
く

暮らしやすい
しゃかい

社会のため
がいこくじん

外国人に
のぞ

望むこと（ＭＡ、
たんい

単位：％） 

無回答
3.6%

重要でない
2.9%

わからない
18.7%

やや重要
32.5%

大変重要
42.3%

1.9

1.8

9.4

23.8

44.8

47.1

56.5

72.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無　　　回　　　答

そ　　　の　　　他

地域づくりのアドバイスをしてほしい

自国語を教えてほしい

近所の日本人と一層の交流をしてほしい

日本語で話せるようになってほしい

近所のルールを守ってほしい

日本の生活習慣、文化を理解してほしい

 「
たいへんじゅうよう

大変重要 」と「やや
じゅうよう

重要 」

を
ふく

含めて、アンケート
かいとうしゃ

回答者の

４
ぶん

分の３が「
がいこくじん

外国人とともに
く

暮

らしやすい
しゃかい

社会の
けいせい

形成」が
じゅうよう

重要

だとの
にんしき

認識 を
いだ

抱いています。
がいこくじん

外国人と
きょうせい

共生 していくことに
かん

関する
にんしき

認識は
たか

高いといえるでし

ょう。 

 そのために
けんみん

県民とし

て
ひつよう

必要なことについて

は、「
がいこくじん

外国人 に
たい

対 する
さべつ

差別や
へんけん

偏見をなくすこ

と」、「
せいかつ

生活
しゅうかん

習慣 など

の
そうご

相互
りかい

理解」などの
かいとう

回答

が
おお

多く
み

見られました。 

 
ぎゃく

逆 に、
ざいじゅう

在住 の
がい

外
こく

国
じん

人に
たい

対して
のぞ

望むことと

しては、「
にほん

日本の
せいかつ

生活
しゅうかん

習慣 、
ぶんか

文化などを
りかい

理解

してほしい」、「
きんじょ

近所の

ルールを
まも

守ってほしい」

などの
こえ

声が
おお

多く
き

聞かれ

ました。 

0.4

1.8

20.5

48.1

55.3

61.5

62.0

62.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無　　　回　　　答

そ　　　の　　　他

日本人による外国語の習得

地域のｲﾍﾞﾝﾄ等に参加しやすい環境作り

地域のルール等の外国語による情報提供

あいさつなど小さいことから始める交流

生活習慣などの相互理解

外国人に対する差別・偏見をなくすこと
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（４）
がいこくじん

外国人への
さべつ

差別や
へんけん

偏見の
いしき

意識（ＳＡ、
たんい

単位：％） 

 

○
こくさいこうりゅう

国際交流 ・
きょうりょくかつどう

協力活動 について 

 

（１）
こんご

今後の
こくさいこうりゅう

国際交流
かつどう

活動への
さんか

参加
いよく

意欲（ＳＡ、
たんい

単位：％） 

 

（２）
こんご

今後の
こくさい

国際
きょうりょく

協力
かつどう

活動への
さんか

参加
いよく

意欲（ＳＡ、
たんい

単位：％） 

無回答
4.7%

大いに感じ
る

5.1%

わからない
21.3%

全く感じな
い

8.3%

少し感じる
22.3%

あまり感じ
ない
38.3%

興味ある分
野なら参加し

たい
60.2%

あまり思わな
い

21.0%

興味がない
9.2%

積極的に参
加したい

5.8%

無回答
2.5%その他

1.3%

その他
2.1%

無回答
2.8%

興味がない
10.1%

積極的に参
加したい

7.2%

あまり参加し
たくない
20.7% 興味ある分

野なら参加し
たい
57.0%

 
じぶん

自分のまわりの
がいこくじん

外国人に
たい

対する
さべつ

差別や
へんけん

偏見があるかをたずねたとこ

ろ、「
おお

大いに
かん

感じる」は 5.1％でした

が、「
すこ

少し
かん

感じる」の 22.3％を
くわ

加え

ると、
ぜんたい

全体 の３
わりじゃく

割弱 が
なん

何らかの
さべつ

差別や
へんけん

偏見があると
かん

感じています。

 
こんご

今後、
がいこくじん

外国人との
こうりゅう

交流 イベント

や
ちいき

地域の
がいこくじん

外国人を
しえん

支援する
かつどう

活動に

「
せっきょくてき

積極的 に」、あるいは「
きょうみ

興味や
かんしん

関心のある
ぶんや

分野なら」
さんか

参加したいと
かいとう

回答した
ひと

人は、
あ

合わせると３
ぶん

分の２
ちか

近くになりました。
けんみん

県民の
おお

多くは
いしき

意識 の う え で は 、 こ れ ら の
こくさい

国際
こうりゅう

交流
かつどう

活動への
さんか

参加に
まえむ

前向きである

と
かんが

考 えられます。 

 また、
こくさい

国際
きょうりょく

協力
かつどう

活動について

も、7.2％が「
せっきょくてき

積極的 に
さんか

参加したい」、

57.0％が「
きょうみ

興味や
かんしん

関心のある
ぶんや

分野な

ら
さんか

参加したい」と
かいとう

回答しており、
やく

約３
ぶん

分の２が
かんしん

関心を
も

持っているなど、
ぜんもん

前問の
こくさい

国際
こうりゅう

交流
かつどう

活動に
たい

対する
かいとう

回答

と
どうよう

同様、
ぜんたいてき

全体的に
まえむ

前向きな
いよく

意欲が
かん

感

じられます。 
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Ⅱ．
がいこくせき

外国籍
けんみん

県民
せいかつ

生活アンケート 

 

○
にちじょう

日常
せいかつ

生活について 

 

（１）
ちばけん

千葉県での
つうさん

通算
ざいじゅう

在住
ねんすう

年数 （ＳＡ、
たんい

単位：％） 

 

（２）
こんご

今後の
たいざい

滞在
よてい

予定
きかん

期間（ＳＡ、
たんい

単位：％） 

 

（３）
ひつよう

必要とする
せいかつ

生活
じょうほう

情報 （ＭＡ、
たんい

単位：％） 

5年以上10
年未満
29.9%

10年以上
31.8%

3年以上5
年未満
13.8%

1年以上3
年未満
17.2%

1年未満
6.4%

無回答
0.9%

2 .3

9 .4

1 .4

7 .6

7 .9

9 .0

1 3 .8

1 4 .4

1 6 .1

1 6 .9

2 1 .9

2 5 .4

3 3 .4

5 5 .2

0 .0 1 0 .0 2 0 .0 3 0 .0 4 0 .0 5 0 .0 6 0 .0

無 　 　 回 　 　 答

特 　 に 　 な 　 い

そ 　 の 　 他

防 　 　 　 災

民 間 国 際 交 流 ・協 力 団 体 の 情 報

県 内 や 地 域 の 観 光 や 催 し

住 　 　 　 宅

公 共 施 設 の 案 内

税 　 　 　 金

日 本 や 地 域 の 生 活 習 慣

行 政 サ ー ビ ス ・手 続 き

教 　 　 　 育

仕 事 、 ア ル バ イ ト

保 健 、 医 療 、 福 祉

 
ちばけん

千葉県での
つうさん

通算の
ざいじゅう

在住
ねんすう

年数に
かん

関

し て は 「 10
ねんいじょう

年以上 」、「 ５
ねんいじょう

年以上

10
ねんみまん

年未満」の
じゅん

順 で
かいとう

回答が
おお

多く
よ

寄せ

られました。
りょうしゃ

両者 を
あ

合わせると、
かいとうしゃ

回答者の６
わりいじょう

割以上が５
ねんいじょう

年以上にわ

たり、
ちば

千葉
けん

県に
ざいじゅう

在住 していることに

なります。 

 これから
さき

先、
にほん

日本にどのくらい
たいざい

滞在する
よてい

予定であるかについては、

「
す

住み
つづ

続けたい」が１
い

位、「できれば
にほん

日本
こくせき

国籍を
と

取りたい」が２
い

位となり

ました。
かいとうしゃ

回答者の
おお

多くが、
しょうらい

将来 に

わたっても
にほん

日本での
せいかつ

生活を
つづ

続けたい

と
かんが

考 えていることがうかがわれま

す。 

 
せいかつ

生活するうえで
ひつよう

必要

な
じょうほう

情報 と し て は 、

「
ほけん

保健 、
いりょう

医療、
ふくし

福祉」、

「
しごと

仕事、アルバイト」、

「
きょういく

教育 」の
じゅん

順 で
かいとう

回答

が
おお

多く、中でも「
ほけん

保健、
いりょう

医療、
ふくし

福祉」に
とく

特に
たか

高い
かんしん

関心を
いだ

抱いています。 

日本国籍を
とりたい
24.2%

住み続けた
い

33.6%

3年以内に
帰国
5.1%

勉強や仕事
の区切りが
ついたら帰

国
4.7%

無回答
3.1%

その他
2.3%

決めていな
い

20.1%

1年以内に
帰国
3.3%

貯金ができ
たら帰国

3.6%
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（４）
ざいじゅう

在住
がいこくじん

外国人による
さべつ

差別や
へんけん

偏見についての
いしき

意識（ＳＡ、
たんい

単位：％） 

 

○
しごと

仕事について 

 

（１）
しごと

仕事への
まんぞくど

満足度（ＳＡ、
たんい

単位：％） 

 

（２）
しごと

仕事の
ふまん

不満
りゆう

理由（ＭＡ、
たんい

単位：％） 

無回答
5.9%わからない

5.5%

全く感じな
い

13.0%

大いに感じ
る

13.9%

少し感じる
28.3%

あまり感じ
ない
33.5%

満足してい
ない
15.7%

どちらとも
いえない

17.5%

無回答
29.4%

満足して
いる
37.5%

0.0

1.6

13.8

1.6

10.6

12.2

17.9

18.7

21.1

41.5

65.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

無　回　答

特　に　な　い

そ　　の　　他

セクシャルハラスメントがある

言葉の問題で人間関係に問題

雇用契約が実際と異なる

休暇がとれない

解雇の不安がある

正規職員になかなかなれない

能力が十分に生かせない

賃金が安い

 
にちじょう

日常
せいかつ

生活での
さべつ

差別、
へんけん

偏見につい

ては、13.9％が「
おお

大いに
かん

感じる」と
かいとう

回答しました。「少し
かん

感じる」とし

た 28.3％を
ふく

含めると、４
わりいじょう

割以上が
へんけん

偏見や
さべつ

差別
かん

感を
かん

感じていることに

なります。 

 
げんざい

現在の
しごと

仕事には、37.5％が「
まんぞく

満足

している」と
かいとう

回答しましたが、
ぎゃく

逆 に

「
まんぞく

満足 していない」とした
ひと

人も

15.7％にのぼっています。 

 
げんざい

現在の
しごと

仕事に
まんぞく

満足して

いない
かいとうしゃ

回答者によるその
りゆう

理由としては、「
ちんぎん

賃金が
やす

安い」が 65.9％と
とく

特に
おお

多

く、
ちんぎん

賃金
めん

面での
ふまん

不満が
おお

大

きいことがわかります。 
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○
いりょう

医療について 

 

（１）
びょういん

病院 で
こま

困ったこと（ＭＡ、
たんい

単位：％） 

 

○
きょういく

教育 について 

 

（１）
こ

子どもの
きょういく

教育
じょう

上 の
なや

悩み（ＭＡ、
たんい

単位：％） 

 

○
あんぜん

安全・
さいがい

災害について 

 

（１）
せいかつ

生活
じょう

上 の
あんぜん

安全に
かん

関する
ふあん

不安
たいしょう

対象 （ＭＡ、
たんい

単位：％） 

2.2

22.4

4.2

2.2

7.2

10.5

20.0

25.4

30.7

53.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

無　　回　　答

特　に　な　い

そ　　の　　他

薬の使い方がわからない

手続きが面倒でわかりにくい

治療方法が母国と違う

医師などの説明がわからない

言葉が通じず症状を伝えられない

医療費が高い

待ち時間が長い

25.8

23.5

13.9

9.6

8.3

7.3

6.0

4.3

3.0

3.3

39.1

4.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

無　　回　　答

特　に　な　い

そ　　の　　他

友だちができない

学校の日本語教育等が不十分

学校でいじめられる

授業内容が理解できない

日本語が十分にできない

親同士が仲良くなれない

教育費が高い

進学や就職が不安

母国語等が教えられない

0.9

12.1

38.4

46.3

58.7

75.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

無　回　答

そ　の　他

火　　事

交通事故

犯　　罪

地震などの災害

 
びょういん

病院 で
こま

困ったことと

しては、「
ま

待ち
じかん

時間が
なが

長

い」に、
もっと

最 も
おお

多くの
かいとう

回答

が
よ

寄せられました。 

 ４
わりちか

割近くが、
こ

子どもの
きょういくじょう

教育上 の
なや

悩みは「
とく

特に

ない」と
かいとう

回答しました。

また、
じっさい

実際に
なや

悩んでいる
ひと

人の
こえ

声 としては、「
ぼこく

母国
ご

語や
ぼこく

母国の
ぶんか

文化が
おし

教えら

れ な い 」 や 「
しんがく

進学 や
しゅうしょく

就職 が
ふあん

不安」などが
おお

多

く
き

聞かれました。 

 
せいかつじょう

生活上 の
あんぜん

安全に
かん

関す

る
ふあん

不安の
たいしょう

対象 としては、

「
じしん

地震などの
さいがい

災害」がト

ッ プ で し た 。 ま た 、

「
はんざい

犯罪」も
はんすう

半数
いじょう

以上を
し

占

め、
じんい

人為
てき

的 な
じけん

事件 へ の
ふあん

不安
かん

感も
おお

多くが
いだ

抱いてい

ることがわかります。 
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○
こうりゅう

交流 の
きかい

機会について 

 

（１）
にほんじん

日本人との
つ

付き
あ

合い
ていど

程度（ＳＡ、
たんい

単位：％） 

 

（２）
にほんじん

日本人との
こうりゅう

交流 への
きたい

期待（ＭＡ、
たんい

単位：％） 

 

○
ちばけん

千葉県の
いんしょう

印象 について 

 

（１）
ちばけん

千葉県の
よ

良いところ（ＭＡ、
たんい

単位：％） 

無回答
2.0%

付き合い
はない
11.0%

挨拶程度
41.1%

親しく付き
合っている

22.5%

時々話す
人がいる

23.3%

9.4

8.7

7.3

21.8

24.8

25.0

37.5

43.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

無　　回　　答

交流したくない

そ　　の　　他

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に参加したい

地域の行事に参加したい

自国の文化等を紹介したい

日本の文化等を教えてほしい

近所の人ともっと親しくつきあいたい

 
きんじょ

近所（
じちかい

自治会）の
にほんじん

日本人との
つ

付き
あ

合い

に
かん

関しては、「
あいさつ

挨拶
ていど

程度」が
もっと

最 も
おお

多く、

「
ときどき

時々
はなし

話 をする
ひと

人がいる」、「
した

親しく
つ

付き
あ

合っている」も
あ

合わせると９
わりちか

割近く

の
かいとうしゃ

回答者が
なん

何らかの
かたち

形 で
つ

付き
あ

合いを
も

持っています。ただし、「
した

親しく
つ

付き
あ

合

っている」は２
わりきょう

割強 で、
ぜんたいてき

全体的な
つ

付き
あ

合いの
ていど

程度はそれほど
ふか

深くないと
かんが

考 え

られます。 

 
きんじょ

近所（
じちかい

自治会）の
にほん

日本
じん

人とどのような
こうりゅう

交流 を

したいかに
かん

関しては、

「
きんじょ

近所の
ひと

人ともっと
した

親

しくつきあいたい」に４
わりいじょう

割以上の
かいとう

回答が
よ

寄せら

れ る な ど 、
いま

今
いじょう

以上 に
にほんじん

日本人と
こうりゅう

交流 を
も

持ちた

いと
おお

多くの
ざい

在
じゅう

住
がい

外
こく

国
じん

人が
かんが

考 えていることが

わかります。 

 
ちばけん

千葉県の
よ

良いところ

としては、「
きこう

気候が
おんだん

温暖

で
しぜん

自然が
ゆた

豊か」に
もっと

最 も

たくさんの
かいとう

回答が
よ

寄せ

られました。また、「
とう

東
きょう

京 に
ちか

近い」、「
なりたくうこう

成田空港

がある」など
りっち

立地
てき

的な
ゆういせい

優位性をあげる
かいとう

回答
しゃ

者

も
おお

多く
み

見られました。 

65.9

49.4

48.9

40.8

32.0

24.7

23.2

18.3

17.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

文化や観光の場が多い

食べ物がおいしい

物価が比較的安い

人が親切である

住宅環境が良い

買物が便利

成田空港がある

東京に近い

気候が温暖で自然が豊か
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Ⅲ．
りゅう

留
がく

学
せい

生
せいかつ

生活アンケート 

 

○
しょうがくきん

奨学金 の
じょうきょう

状況 とアルバイト 

 

（１）
りゅうがくせい

留学生 の
しゅるい

種類（ＳＡ、
たんい

単位：％） 

 

（２）
せいかつ

生活
ひ

費（ＳＡ、
たんい

単位：％） 

 

（３）
しょう

奨
がく

学
きん

金
じゅきゅう

受給 の
うむ

有無（ＳＡ、
たんい

単位：％） 

その他
0.8%

外国政府
派遣学生

0.8%国費留学
生

3.4%

無回答
0.8%

私費留学
生

94.1%

無回答
0.8%

受けていな
い

29.4%

受けている
69.7%

 
かいとうしゃ

回答者がどのような
りゅうがくせい

留学生 かた

ずねたところ、「
しひ

私費
りゅうがくせい

留学生 」が
ぜんたい

全体の 94.1％とそのほとんどを
し

占

めました。 

 
しょうがく

奨学
きん

金を
う

受けているかについて

は、７
わり

割
ちか

近くの
かいとうしゃ

回答者が「
う

受けてい

る」としています。 

 
じゅぎょうりょう

授業料 を
のぞ

除 く １ か
げつ

月 の
へいきん

平均
せいかつひ

生活費としては、
ぜんたい

全体の６
わりきょう

割強 が

５～10
まんえん

万円の
はんい

範囲にあります。しか

し、３
まんえん

万円
みまん

未満との
かいとう

回答があった
いっぽう

一方で、15
まんえん

万円
いじょう

以上との
かいとう

回答もあ

り、
りゅうがくせい

留学生 の
せいかつひ

生活費の
きんがく

金額にはか

なりのばらつきもみられます。 

5～8万円
未満
35.3%

8～10万円
未満
27.7%

3～5万円
未満
13.4%

3万円未満
5.0%

10～15万
円未満
15.1%

15万円以
上

2.5%

無回答
0.8%
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（４）
しょう

奨
がく

学
きん

金の
きんがく

金額（ＳＡ、
たんい

単位：％） 

 

 

（５）アルバイト
けいけん

経験の
うむ

有無（ＳＡ、
たんい

単位：％） 

 

 

（６）アルバイトを行う
りゆう

理由（ＭＡ、
たんい

単位：％） 

無回答
1.7%な い

12.6%

あ る
85.7%

91.2

59.8

53.9

20.6

14.7

1.0

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

無　回　答

そ　の　他

専門､特技を生かすため

友人をつくるため

社会体験のため

日本語を上達させるため

学費や生活費を稼ぐため

 
しょうがく

奨学
きん

金の
きんがく

金額については「５～

８
まんえん

万円
みまん

未満」、「３～５
まんえん

万円
みまん

未満」

の
じゅん

順 に
おお

多く、これらを
あ

合わせると、

８
わり

割
いじょう

以上となっています。 

 アルバイトに
かん

関しては、85.7％と
おお

多くの
りゅうがくせい

留学生 が、
けいけん

経験が「ある」

と
かいとう

回答しています。 

 アルバイトを
おこな

行 う
りゆう

理由としては、91.2％が

「
がくひ

学費や
せいかつひ

生活費を
かせ

稼ぐ

ため」をあげました。ま

た、「
にほんご

日本語を
じょうたつ

上達 さ

せるため」など
にほん

日本での
せいかつ

生活に
な

慣れることをア

ルバイトの
りゆう

理由にあげ

る人も
おお

多くみられまし

た。 

15万円以
上

4.8%

1万円未満
3.6% 1～3万円

未満
1.2%

10～15万
円未満

3.6%

8～10万円
未満
4.8%

5～8万円
未満
62.7%

3～5万円
未満
19.3%
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○
じゅうきょ

住居 について 

 

（１）
じゅうきょ

住居 の
けいたい

形態（ＳＡ、
たんい

単位：％） 

 

（２）
じゅうきょ

住居 への
ふまん

不満（ＭＡ、
たんい

単位：％） 

 

○
こんご

今後について 

 

（１）
そつぎょう

卒業
ご

後の
よてい

予定（ＳＡ、
たんい

単位：％） 

0.8

21.8

4.2

5.9

6.7

6.7

13.4

32.8

37.8

42.0

49.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

無  　回　  答

特に不満はない

そ 　 の  　他

周囲の環境が悪い

相談するところがない

情報が十分でない

不動産業者の手数料が高い

外国人という理由で断られる

保証人が必要である

家　賃　が　高　い

礼金・敷金という習慣がある

 
げんざい

現在の
じゅうきょ

住居 については、72.3％と
おお

多くの
りゅうがくせい

留学生 が「
みんかん

民間のアパート・
かしや

貸家」と
かいとう

回答しています。 

 
じゅうきょ

住居 についての
ふまん

不満
ないよう

内容としては、「
れいきん

礼金・
しききん

敷金 と い う
しゅうかん

習慣 が あ

る 」 と い う
かいとう

回答 が
やく

約
はんすう

半数を
し

占めました。ま

た、
やちん

家賃の
たか

高さや
ほしょう

保証
にん

人

が
ひつよう

必要であること、
がいこく

外国
じん

人という
りゆう

理由で
ことわ

断 られ

る、などを
ふまん

不満とする
かいとう

回答も
ひかく

比較
てき

的
おお

多く
み

見ら

れました。 

 
がっこう

学校を
そつぎょう

卒業 した
あと

後の
よてい

予定を
き

聞い

たところ、45.4％が「
にほん

日本で
べんきょう

勉強 を
つづ

続

けたい」と
かいとう

回答しました。また、「
にほん

日本

で
しゅうしょく

就職 したい」との
かいとう

回答も 20.2％
と

つぎ

次に
おお

多く、
そつぎょう

卒業
ご

後も
なん

何らかの
かたち

形

で
にほん

日本 に
のこ

残 り た い と
かんが

考 え て い る
かいとう

回答
しゃ

者が
ぜんたい

全体の
やく

約３
ぶん

分の２を
し

占めま

した。 

大学等の
宿舎
16.0%

その他
3.4%

公営住宅
3.4%

留学生用
宿舎
5.0%

民間ｱﾊﾟｰ
ﾄ､貸家
72.3%

他国で勉強
5.9% 日本で勉強

45.4%

日本で就職
20.2%

母国で就職
14.3%

他国で就職
2.5%

母国で勉強
0.8%

決めていな
い

7.6%

その他
3.4%
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Ⅳ．
みんかん

民間
こくさい

国際
こうりゅう

交流 ・
きょうりょく

協力
だんたい

団体
かつどう

活動
じったい

実態
ちょうさ

調査 

 

○
だんたい

団体について 

 

（１）
だんたい

団体の
けいたい

形態（ＳＡ、
たんい

単位：％） 

 

（２）
かいいん

会員の
おも

主な
しょくぎょう

職業 （ＭＡ、
たんい

単位：％） 

 

○
かつどう

活動
けいひ

経費について 

 

（１）
ざいげん

財源（ＭＡ、
たんい

単位：％） 

7.6

7.6

16.2

21.0

34.3

35.2

41.0

70.5

6.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

無回答

その他

ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ

学　生

公務員

企業経営者・自営業者

会社員

定年退職者

主　婦

アンケートに
かいとう

回答した
だんたい

団体の

うち「
ほうじん

法人
か

化していない」
だんたい

団体が
ぜんたい

全体の
かはんすう

過半数を
し

占めました。
ほうじん

法人
か

化している
だんたい

団体としては、「
ざいだん

財団
ほうじん

法人」、「
しゃだん

社団
ほうじん

法人」の
じゅん

順 に
おお

多く

なっています。 

 
かいいん

会員 の
おも

主 な
しょくぎょう

職業

としては、７
わり

割の
だんたい

団体

が「
しゅふ

主婦」と
かいとう

回答して

おり、
しゅふ

主婦が
みんかん

民間
こくさい

国際
こうりゅう

交流 ・
きょうりょく

協力
だんたい

団体の
かつどう

活動において
おお

大きな
やく

役
わり

割を
は

果たしていること

がうかがわれます。 

 
おも

主 な
ざいげん

財源 について

は、９
わり

割の
だんたい

団体が「
かい

会
ひ

費」と
かいとう

回答しました。

また「
じちたい

自治体からの
ほ

補
じょきん

助金、
いたくりょう

委託料」をあげ

た
だんたい

団体 も
はんすうちか

半数近 く に

のぼりました。 

社団法人
5.7%

財団法人
9.5%

法人化して
ない
58.1%

社会福祉法
人

1.0%

その他
21.0%

学校法人
1.0%

無回答
3.8%

11.4

10.5

28.6

29.5

49.5

90.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

そ の 他

基本財産からの利子･配当等

事業収入

寄　　　付

補助金､委託料

会　　　費
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○
こくさい

国際
こうりゅう

交流 ・
きょうりょく

協力
かつどう

活動について 

 

（１）
こくさい

国際
こうりゅう

交流
かつどう

活動の
じっし

実施
ないよう

内容（ＭＡ、
たんい

単位：％） 

 

（２）
こくさい

国際
きょうりょく

協力
かつどう

活動の
じっし

実施
ないよう

内容（ＭＡ、
たんい

単位：％） 

1.0

1.9

24.8

11.4

19.0

25.7

26.7

27.6

27.6

33.3

34.3

34.3

34.3

40.0

43.8

65.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

無　　回　　答

特　に　な　い

そ　　の　　他

スポーツ交流

留学生の相談､支援

外国人(留学生除く)の相談､支援

青少年の受入

青少年の派遣

海外の芸術､文化の紹介

講演会､ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑの開催

外国語講座の開催

日本語講座の開催

料　理　教　室

ﾎｰﾑｽﾃｲ等の受入れ､斡旋

日本文化､生活習慣の紹介

外国人との交流会の開催

14.3

39.0

11.4

2.9

10.5

19.0

28.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

無　　回　　答

特　に　な　い

そ　　の　　他

会員を海外に派遣

留学生等の引受け

物品の提供､とりまとめ

寄付金の募集

 
ぐたいてき

具体的な
こくさい

国際
こう

交
りゅう

流
かつどう

活動 の
ないよう

内容 に つ い て

は、65.7％の
だんたい

団体が「
がい

外
こくじん

国人との
こうりゅうかい

交流会 の
かい

開
さい

催」をあげており、
もっと

最

も
おお

多く
おこな

行 われている
かつどう

活動となっています。
つ

次いで「
にほん

日本
ぶんか

文化、
せいかつ

生活
しゅうかん

習慣 の
しょうかい

紹介 」が
おお

多く

なっています。 

 
こくさい

国際
きょうりょく

協力
かつどう

活動 に
かん

関しては、「
きふきん

寄付金の
ぼしゅう

募集」などの
かいとう

回答があ

りましたが、「
とく

特にな

い」との
かいとう

回答が 39.0％
で

もっと

最 も
おお

多く、アンケー

トに
かいとう

回答した
だんたい

団体を
み

見

る
かぎ

限 り 、
こくさい

国際
きょうりょく

協力
かつどう

活動より
ぜんじゅつ

前述 の
こくさい

国際
こう

交
りゅう

流
かつどう

活動 を
おこな

行 っ て

いる
だんたい

団体の
ほう

方が
おお

多いこ

とがうかがわれます。 
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（３）
かつどう

活動
じょう

上 の
もんだいてん

問題点（ＭＡ、
たんい

単位：％） 

 

 

（４）
ぎょうせい

行政 に
のぞ

望む
しえん

支援・
れんけい

連携（ＭＡ、
たんい

単位：
けん

件） 

 

 

1.4

10.1

11.6

18.8

18.8

23.2

44.9

71.0

5.8

18.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

無　回　答

そ　の　他

情報の不足

知識や経験の不足

関係機関との連携不足

活動の場の不足

会員数の不足

語学力の不足

ﾘｰﾀﾞｰとなる人材の不足

資金の不足  
かつどうじょう

活動上 の
もんだい

問題
てん

点

としては、「
しきん

資金の
ふ

不
そく

足」を７
わり

割の
だんたい

団体があ

げており、多くの
だんたい

団体

が
ざいせいめん

財政面で
もんだい

問題を
かか

抱

えていることがわか

りました。また、「リ

ーダーとなる
じんざい

人材の
ふそく

不足」を
もんだい

問題とする
し

指
てき

摘も
おお

多く
み

見られまし

た。 

 
けん

県や
しちょうそん

市町村に
きたい

期待

する
し

支
えん

援・
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